
澤田　道孝 議員
（佐和の会）

　
今
年
の
２
月
24
日
、
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
武
力
侵

攻
を
決
め
、
戦
争
が
始
ま
り
、

毎
日
の
よ
う
に
凄
惨
な
戦
闘

行
為
が
テ
レ
ビ
で
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　
町
民
と
し
て
は
、
一
刻
も

早
く
こ
の
戦
争
が
終
わ
り
、

人
命
の
失
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
平
和
な
社
会
が
戻
っ
て
く

る
よ
う
、
願
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
ま
た
日
本
国
民
と
し
て

は
、
何
も
成
す
術
が
な
い
中
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
核
兵
器

使
用
も
辞
さ
な
い
と
語
っ
て

い
る
。

　
本
町
は
、
１
９
９
５
年
12

月
定
例
会
に
於
い
て
、「
非

核
と
世
界
平
和
を
推
進
す
る

決
議
」
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
12
月

議
会
に
お
い
て
、
日
本
政
府

に
対
し
、「
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
・
調

印
・
批
准
を
求
め
る
意
見

書
」
を
議
長
裁
決
に
よ
り
提

出
す
る
と
決
定
し
た
。
こ
の

意
見
書
提
出
は
、
愛
知
県
内

で
は
６
番
目
で
あ
る
。

　
　
こ
の
決
議
に
基
づ
く
具

体
的
施
策
が
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
か
。

　
　
　
　
　
平
和
首
長
会
議

へ
の
加
盟
を
は
じ
め
、
中
学

生
平
和
体
験
事
業
、
終
戦
の

日
の
黙
と
う
、
核
実
験
実
施

国
に
対
す
る
抗
議
文
の
送
付

な
ど
、
非
核
と
世
界
平
和
を

推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
知
多
半
島
内
で
は
、
す
で

に
半
田
市
・
東
浦
町
・
武
豊

町
・
美
浜
町
・
大
府
市
が

「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」

を
し
て
い
る
。

　
決
議
は
あ
く
ま
で
内
部
で

の
申
し
合
わ
せ
に
留
ま
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
と
違
っ
て

宣
言
と
い
う
の
は
社
会
に
広

く
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
意

味
・
重
さ
が
あ
る
。

　
　
本
町
で
「
非
核
・
平
和

都
市
宣
言
」
を
採
択
し
標
語

看
板
を
設
置
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
町
制
施
行
70
周

年
な
ど
の
節
目
の
年
に
、
世

界
平
和
を
願
う
ま
ち
Ｗ
ｏ
ｒ

ｌ
ｄ　
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ　
Ｔ
ｏ

ｗ
ｎ
と
し
て
宣
言
す
る
こ
と

を
検
討
。

非核平和都市宣言
町制70周年等の記念イベントとして検討

問答
町
長

問答
町
長

平和と公平をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、す
べての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルに
おいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する
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